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　　　　ビルマ詩　No．1．
　　　　　£動蛇：　　　　　　　　　　　nge　ga．　cwan：
　　　　b〔ll．　goS　sジつε　　　　　　　　　　　me：10U・ye　h磁au難
　　　　　　cmつ（5諮OD鐸ε：　II　　　　　　　　　　　　　　　　　taun　zi　ga・hmain：
　　　　§【d言svっ6cdi　cr）（X　6：（Sl　　　　　　　pyou　dou・maun　nge　ga・cwan：gou
　　　　⑩8・碑εピ・・　　　　　　lwan・mi・　n・i・　dain・
　　　　　　　　　　おさななじみ
　　　　　　　　　　黒い　暗い
　　　　　　　　　　南から襲う闇
　　　　　　　　　　幼い日のひとを
　　　　　　　　　　思う。
　ビルマの気候は夏季，雨季，冬季の三季からなっており，雨季には南インド洋から季節風と共
に多量の雨がもたらされます。このころの南の空は雨雲で黒ずみ，次第に真黒になります。幼い
ころ，そういう空のもとでよく遊びました。そういう空模様になると，いまは居場所を異にして
いますが，やはり彼を思い出します。
ビルマ詩　No。2．
　血鰹勉径且
　く：）つ：Gq互絡攣ε3）
噛っ6mっ：馨3　qあδ≧
＠1岬・・
39喬（君oつ；　（鎖8
　　t　　　　　　　　　t●
s？・coつ：dll　Gl”
c㊥っδ馨co　cfs；
あ（潟ol（6δSN：ll
　　　　o
　　　　　　猫　爺
　　　　　　（子守唄）
　　　　　　しっぽの短い，
　　　　　　じじいの猫がいて。
　　　　　　脂肉を食い，
　　　　　　肉片を呑む。
　　　　　　じじいの猫の羅は
　　　　　　ぎらぎらしている。
　　　　　　噛まれないうちにね。
caun　ba：ji：
（ta：j　o。　tachin：）
cau貧ba；ji：ye　de．
塑：dan鍵
ahsi　g◎u里二ba玉ou．
a重a：gou　myou
caun　ou　pei　hmei：
k樋2pa　lei捻4盤：
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　ビルマの母親たちもよく子守唄をうたって幼児を寝かせます。ラザダッリ物語の中には子守唄
の例がたくさん出ています。ある子守唄は微笑ましく，またあるものはこわさが感じられます。
この例はいささか威喝的ですが，ビルマの母親たちがよく口ずさむ伝統的な子守唄の一つです。
　　　　ビルマ詩　No．3．
　　　　　　　　soSN：2至292　　　　　　　　　　　　　　ma・ma・lei：pan　zaya
　　　　（o）eQeN：o＄の9つIE　　　　　　　　　rr｝a．　ma．　lei：pan　zaya
　　　　（J）q瞭coっδ　　　　　　　　　　　pyou　dou・maun
　　　　　　　εooっ6coT§：m　　　　　　　　　　　　　　幽bo理：ga。
　　　　　　・5・母1・哩。。つ11　　　　　　　pan：ch・U：1・U・1盈
　　　　（P）・・嫉q飼　　　　　　　　　　apwin・ye皿
　　　　　　9Q謬つジつ9q書（6§3　mcS　　　　　　　ahnya　hmaエnya・yi1塑：de
　　　　　　。亭：gdiσ）6δ：ll　　　　　　　　pan：nwe　ga・墨：
　　　　　　　　　　ママレーに花かんざし
　　　　　　　　　（1）ママレー嬢の髪飾りに
　　　　　　　　　（2）山の尾根から
　　　　　　　　　　ぼくがつんだ花だ。
　　　　　　　　　（3）花弁は黄
　　　　　　　　　　葉柄はエメラルド
　　　　　　　　　　つたも青いそ！
　ビルマの女性たちは髪に花を飾るのを好みます。彼女らの恋人たちは山へ出掛けて仕事をするの
ですが，美しい花を見つけると，彼女らのために手折って帰ります。その純情さと，バライティ
ー に富む花の美をうたっています。
ビルマ詩　No．　4．
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　一一一一一一一騨
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cq舜つoつeql弓　c（Slj．
Q9°x　scuつ切腰蟹8」【，う
t◎：重uma・galei：
鍛ei　w血盟・loe：墜ye連
to：趣ma・誕：狸：
sag・eqasag・enga21・u．
ku　sha　dalo：　　　K二u（ialo：
yei　goe　da　ye　goe　nga2　lou．
ku　sha　dalo：　　ku　dalo：
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會つ；c円つ6：00っ：c（§
留（s（？δ：q｛s｝　en　tS　｝a
つっcs－oっ6鐸81砲峰8（阜1
りっ6一っD（fi　07　Si（Sloσ拶oδ；99CDあ
co1δ；礁垂あ（§．［
」お一〇り6碍愈lqδ峰謹母i
9つ：δ零る（？δlQhc〔Sm6a）af　ll
‘su（R苓ok66．　olm　osつ：
蠣F尋qdi　sωQ惣δ欄ll
　　　　　　森の不欄な子
nwa：caun：¢a：nge
h鍛yu2　kwi難：ye亘
be－be　gOU　mi．　chi　gou　m呈．10慕・
be一ぬ皇gou塗ご2　　茎e　bin：a璽2
gau勲：gou　hne2　10U。
be－ke　go聾hkwe：yi韮9◎u　hkwe：lou．
sha：mi：ge：dwi無ye：ye：Rge　I（i韮◎i
acun　mamy加wun．　ba　gala：
shwei　jo：bou　ye　lei搬e．　Iin　da：，，
EI暮れに雌鳩が渡り飛ぶ。
果てもなく。
お一い！森の子よ，
腹がへって泣くのかよ，
喉がかわいて泣くのかよ。　（問）
牛追いらがワナとやらを仕掛けた。
何だと！　それでどこを？　足をとられた！
で，どこを打たれた？　首から先！
頭を打たれた。
裂かれたのは，ど，どこ？　胸！
焚火に赤く。
わたし，とても見てなんか，
ああ！　大事なわたしの主入。　（答）
　牛追いの小僧たちはよく野鳩やシャコをとって焼いたり，水棲トカゲやもぐらを捕えて料理し
て喰べたりします。この詩では，ある夕暮れ，落ちつかぬ一匹の雌鳩の嘆き悲しむあわれな姿を，
人間のmを借りて訴え出しています。
　ビルマ詩　No．5．
　廻2辺三廼鍛L
（o）oeεoo：（2（5c6σ）c§：
　　　soつつOD　S　Q　eCCVI：　ll
（」）9）　eっo諭y
to：ga．　shwei　cei：
ma．　ma．韮ei：kwe　nge　ga．　mwei：
to：ga．　shwei璽：
asa魍．　ga　h搬a．
39　一
　　　　　　　コ
　　鑓　：os　ge　peGOD3
；bs寧e窒句酔φc6
hta運｝・gou　pyan　myL座：
to：dan　gOU　l巨墜：
　　　　　　　　　　　　　　森のおおむ君
　　　　　　　　　　　　（1）ママレーが
　　　　　　　　　　　　　　赤ん坊のときから育てた
　　　　　　　　　　　　　　おおむ君。
　　　　　　　　　　　　（2）育って
　　　　　　　　　　　　　　森へ帰ると
　　　　　　　　　　　　　　生の声。
　ビルマの人たちも他の人たちのように家め中に小鳥を飼う趣味があります。おおむ，いんこ，
山鳩，鶴，孔雀などが主な鳥です。おおむやいんこには欝葉を教えることがありますが，この詩
では，言葉を覚え一見人聞とのつきあいに慣れたかに見えたおおむが，生長するにつれ生家であ
る自然の森へ帰りたくなって，人間の教えこんだ善葉をいわず本性にかえり叫・びました。
ビルマ詩　No．6．
　　　虫並量。。つピ
　　　（Q寄δcσ）：）
o田oαつcco寄δ：（宰δ，
轡6（Dつ書響飯撃¢重つδ：e夕つε書（li　’〈
。・dj　6・〉・31
夢6：｛§1δ〔§［6cm
cmっδ（型ミ肱つ：ジつ
葭明つε：ooつt－一一CQII
叩含一一一cq葡■－Gq－一一〇？；羽
c磐CODつεc3¢mつδ
cqつδc｛奮っεCD～Pつ：
弓：o鐸6：あ　｛》eeつ：1？つ：ll
cmっbdi　b　9璽愈
季6：（も屯っcf｝櫓つ（5
0s（黛6　s（爾あ母．㊤つ：（1　eq　II
c色づεeODつ6屯つδ
φ（di　agっδosooっε：
smつoり：bジつ：））つ窓ξミe≡Pつδ3　爆’つ
cwe：caun：da：
（rakhain　tei：）
搬e2　ka。1a　yei　wa盈：wa血：
kre量n　da二do鷲2　kou　hitaun：hnau簸：kai難
　　　　　・　　　　　　　　　●
ka。魍ga．盤：
hni鍛：mrain　mrain】（ei
taun　cain．　gra：hma
cwe：caun：la：。．．　rei
hu：，．．rei．．．rei．．．　h魏：
htwei　ta鷲n　dei　tau鍛
chaun搬raun　ta。　hlwa：
pou：ba．　zain：dan　nyan　thwa：thwa：
　　　　　　　　　へ
to¢a貧1玉すan　ma　hSU　nyan
hnin：｛鼻an　hPfau　2　hprau？
pa・pau？hpau　2 婁・u・kra：ra・rei
graun　taun　kra㎜
簸e2　praun㎞a．董au轍：
to：ba・ya痕㎞a重a　Rgrein。狼yau無：bya
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巨3つ3　qGqll　　　　　　　　　　　　　　　　　kra：ra．　rei
・？：一・　一一　・q－　一・　一　sq　一・　一一vae　es　　hu・…・ei…・ei…h・・
　　　　　　水牛追い
　　　　　　（アラカンの詩歌）
　　　　　　まるい竹帽を被り
　　　　　　藤のステッキをしっかり握り，
　　　　　　うろつきながら
　　　　　　ぼくは水集の世話をして，
　　　　　　谷深く，
　　　　　　霧のたちこめる中を行く。
　　　　　　ぼくの兄も弟もこない。
　　　　　　藤のステッキをしっかり握り，
　　　　　　うろつきながら，
　　　　　　ぼくは水牛の世話をして，
　　　　　　谷深く，
　　　　　　霧のたちこめる中を行く。
　　　　　　お一い！　お一い！　お一い！
　　　　　　　　　　あの山，この山，
　　　　　　　　　　どの山も，
　　　　　　　　　　セミ，またセミの声。
　　　　　　　　　　ぼくの声も風の音もかき消され，
　　　　　　　　　　大つぶの水滴が，
　　　　　　　　　　パンパンとおちる。
　　　　　　　　　　ボン菓子のはげしさにも似て。
　　　　　　　　　　黒光りの木鈴，
　　　　　　　　　　カララン，カララン
　　　　　　　　　　山に聞くその音色は，
　　　　　　　　　　優雅そのもの。
　　　　　　　　　　お一い！　お一い！　お一い！
　アラカン州は，インド洋に面し，ビルマ西部にあります。ビルマ本州との境には大連山があり，
アラカン側は特に山岳が多い。畑や水田仕事をする入が多いが，その際は水牛が爾いられます。
この詩には，山間での一人の水牛追いの，さみしいなかにものどかな気持が写し出されています。
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静寂の中に，一方にセミの泣き声を，一方に水滴の音を聞く……。
ビルマ詩　No．7．
　　鋭蝕L92且
（o）ocooっcf5　cr）soα：（l　d5（竣尋言　9r　e3611　hklau2　ka隻ei・　ede．　d　GU；d◎u：（圭aun
（J）§idP．　c？ωつり叩δ（D（fi
　　ol：曾（分δ≧cooっ6
（P）會つt拶ceっδ
　　の拶s9）っ60　eo　eσヨつδ：II
　　　　　　　　　　∀
（9）り6全ミeりっε　so　c？sφ　9　Y
　　璽co　cseっδ電鱒動㊥q6
　　～P拶3GD歪重ミCQっ6：II
　　　　　　　花牛車
　　　　　　（1）木鈴が鳴る，
hle：yin
　　　　　・y
pyou　dou．1聾ya　ma蛙2　te
wa：hkou2£e．taun
nwa：Ryl　naun
si｛聾pa，　hpe　ca瓢：
τ鷺e鷺e・maun　a亀u三塗ya・h猟a・
hSU魑a暮n　chu（麺i　s選：10慧．　ye
hle：yi鍛臓e．憩au茎｝：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コmロン，コロロン，と。
　　　　　　　　　　　（2）わたしの彼は畑にいない。
　　　　　　　　　　　　　竹を切るため山へ。
　　　　　　　　　　　（3）兄弟牛も
　　　　　　　　　　　　　主入のもとでふっくら育つ。
　　　　　　　　　　　（4）カップルのおめでたの窪には，
　　　　　　　　　　　　　たくさんの小鈴をふりふり，
　　　　　　　　　　　　　花牛車，どこへ行く。
　農村の男たちは生計を立てるため田畑を耕し，竹を切り薪を集めたりします。そのためには牛
車が必要で，それにはまた立派な牛を育て確保しておかねばなりません。そこで牛を成るべく出
へ連れて行き新鮮で豊蜜な華を与える。さて，大いに働いていくらかたくわえができると結婚し
ます。その際，より上等な牛車を買い入れ，飾りつけ，牛の首に鈴輪をぶらさげ，二人はハネー
ムーンとしゃれて出掛けます。
ビルマ詩　No。8．
　　　£重鯉
　　　（略εqε1）
㌣c6q＆smっくs：　l　sa）つおり舜SCN）・ll
Si　ec（？：り6（阜謁§（弓
澗qδ？
me　dou．　ein
（amj斑；）
書a且gejin：kau無：　ya鷲鍛：ma．　dou．1ei
hna憩a．　dwei：me　dou。　ei鍛gou
事iユ≦≧繋jiftぎnu
一　42一
φ（So（睾ε重｛ミcg；φε重§ll
謁δCQDつδσ）9
　　　0　　　　　　　　　　巳
㊥（お鯨亭oε：季（ミcq（？δ：9◎1
蝿内つdi。G？
①＆ODεタミ3奉窪Q69ミ聾
8（β。D。oδ重ミqδ；（章dl　qgδ
δφcあジ（1，　i：監櫓豪3愛：（撃
c？：9）譲d9εll
8（分Qゆoσδ夕く響＆（li　o（阜
Si　e’s（2：edi．（撃d｝9曇δ
σ）c（Nδ：cdiycrS？：奪cg　as　i；（章
c？：6ゆ霞5ヒδII
s） q　sc　k［ISPt，　s．脅（力霞
う魚（かc（5軋cooっε噂；dlεeoo：　ll
　　　　　　　　　　　　　　うち
　　　　　　　わたしたちの家
　　　　　　　（田園詩）
na2　hka　yai盤ne．　zei：za玉簸ne．
eln。　taun　ga．　mu
ce2
脚giR：ne．yei　dwi・・簸e．
ein．myau　2　ka．　mu
zabali鼓ne．　dan：bin簸e．
m・i2 重a垂・・．」量n・9・・辿yi難，
wa璽n霧e　hma・wa堅：獄ye　nu：三型：gou
tu：hle。　ba　shin
憩ei2重ahn　ne．jin：9・u　mal・U
㎞a組a，dwei：me・9◎u璽yin
dabaun：nge　hma．　dag慧：shwe　hpi込：gou
tu：ba　hle。　shin
alou　apyou　byu　t縫籠e　hso擁　di
go臓n　jo　gou難：無ge譲e　hsa秘n至ou擁：yain　ie玉：
　　　　　　　　　　　愛する女性仲間のあなたがた！
　　　　　　　　　　　わたしの家を知りたいの？
　　　　　　　　　　　ナッ壇と出店のあるところよ。
　　　　　　　　　　家の南面に，
　　　　　　　　　　　たまねぎ畑と井戸があるの。
　　　　　　　　　　北面にはザバリンとほうせんか。
　　　　　　　　　　　みょっがとしょっがが入用なら，
　　　　　　　　　　七月初旬の持戒入りまえ，　　　S
　　　　　　　　　　土の堀りやすい時分に，
　　　　　　　　　　　お越しになって。
　　　　　　　　　　　みsうが，しょうが，じゃなくって，
　　　　　　　　　　　わたしが欲しいの？
　　　　　　　　　　　それだったら三月から四月にかけ，
　　　　　　　　　　　シュエーピーの咲きはじめのころ，
　　　　　　　　　　掘りにおいで，
　　　　　　　　　　　あら，？　美男の彼がちらつくわ。
　　　　　　　　　　　ゴンチョー花を頸に素敵じゃない？
　ビルマの諺に「裏庭に店を開く」というのがあります。つまり庭に野菜をたくさんつくると
よい，ということです。菜食9jひようたん，なす，きゅうり，唐辛子等々はfXX製で十分間に合
一　43　一
い，経済的で新鮮なものが食べられます。のみならず来訪者に手みやげの～つも差しあげられる
というものです。
　この詩に登場するのはそういう心掛けのよい家。女友達同志の掛合いで，この家の娘と自分達
の兄弟の誰かと縁組をさせたいのです。「掘りにおいで1とは両親に繧みにおいでということに他
な1）ません。しかし，以上は可憐な乙女の夢想の詠諦です。
ビルマ詩　No．9．
　　oec（もφ　soっδ：あ　っ：
　　　（ccnっ6　li：o脅coo：）
Q？o（P
coっdi　odi　eσ）D60つe曾；s讐：〔強
Q囎＆9つ：
9（殉：e3っδ哩QD亭eN　Sφつ：
ol：9つ：鑓φ色鋤φ闘
ediNdjδφつ：
Q鯉飾eのつε3麺つε
Ch　ol；曾◎φ8あφφll
竹笛と琴の調べ
palwei　qan　na・saun：dan　kra：
　（taun　rou：danu．　tei：）
pal慧pa短
nau2　hpe2　taun　ma　hpwei：hpwe：hp皿
pa題wa：hpya：
hnge2　ku：olOU．　hsan　l◎na：
wa・！逆：鍛ain・toumn血・toun盤
me　la．　ain　na：
palwei弓a鍛na・sau無：晦墨：
tan　hka：pwin．　t・un　pei2　t・魏n盤．
　　　　　　　　　　　（タウンヨー，ダヌの詩歌）
　　　　　　　　　　　西丘にパルー竹が粉を吹く。
　　　　　　　　　　　クー鳥がさえずり，
　　　　　　　　　　　サンm一鳥もきて，
　　　　　　　　　　　竹先にとまる。
　　　　　　　　　　　竹はしきりに上下にしなぐ。
　　　　　　　　　　　家の近くひびきくる
　　　　　　　　　　　竹笛と琴の調べに，彼女は，
　　　　　　　　　　　扉を開けたり閉めたり。
　シャン州とタウンジー近在にタウンヨーとかダヌとか少数ではあるがビルマ古来の罠族が佐ん
でおります。彼らの書語は現代ビルマ語とは少し発音を異にする古風なビルマ語です。
　彼らは彼らなりの詩歌をうたい、その特徴としては感情をそのままぶっつけるのではなく若者
は彼女の家近くに現れ、竹笛を吹き、竪琴を引くが、それを示すだけで十分。彼女の動揺は9に
見えているというわけです。
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ビルマ詩　No．10．
　　　　oαあe⑧っε（b
　　　　－＿一＿需＿＿一一■＿
弓：　s（lcr（s　cgQO　eg：　cg言
鎗ε：eq（dS　SQ　S　O：　tr　o：Il
eo面c①っ（ミあCCD：噛〔あ9拶
争曽δssoっ（sジつoo　9i　tl
Cl］つ謬σ）96．〔強co曾ξ
δ）タミQるQD（ミll
　　　　　　　　（Q6：wocfi　　　　　　　　　　　巳　　）
韮ezau陰．　te：
mo装：ye量te2　yei　tahpwei：bwei：
kwin：le　awei．　wei：
le　zaun．　te：玉ei：che　dan　shi
mOU：90U2　a聾2　hma　ti
ca璽da．　bwin．　hpyu　dabwin．
te：獄e．　pana難tin．
（Mi詮：tu．wun＞
箆琴長リノお屡
満潮と洪水のしザ翁き。
田園変じてだだっ広い水颪。
見張り小展の長脚が，
地平線のかなたにくっきりと。
赤白の蓮花がところどころに
小屡との調和もお見事だ。
　下ビルマデルター帯の「雨期の風景」です。繭量が多いため潤が氾濫し，また満潮と重なると
たちまち海原となります。イワラジ上流から土砂が運びこまれる時期なのです。天然肥料は有難
いのですけれど，ひどい氾濫になるとたいへんです。見張りの小歴は，なおまた無法者の侵入を
警戒したりするものですが，視点を変えての眺望は，まさしく一；隔の芸術的作品です。
ビルマ詩　No．11．
　　　　8：coT　b
　
　　　　　（αD：o（di）
弓：e（爵あ色つsu〔§
弓：お3coo（癌ooっcoo＠
弓3弓’：（）Rdil（d｝（3　Gσ）窪尋3
露§：03亭sCsっ6：scoっ苓9CSI）δ
弓：阜3（）1（阜（飯翁scr）　t母t　Il
弓：尋：㊥1：δeoo
ss（li　6：尋：藤　（3　CN・II
弓：争　§：（ミaDε
mOU：hko　dan．
　　　　　　　　
●
（dawe　tei：）
mOU：mawabe：ca　lei　bi
mOU：k玉：1ei　l《玉：la豆ei　bi
m・u：m・u：wa　lai2　pa　d・。m・u：
i。mou：hkun　hmyaun：htun　ya．aun
m・u：m・u二wa　lai2　paδ・．瓢・u：
m◎U：斑OU：COU：ba　lei
shwei　gain：mou：cou：ba・lei
mOU：mOU：m◎U：yi．　hsin
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勲c。∂。a）鈍b磯帝薯
章Qδあ㊥つecors．　ll
争お：CNdi：　。。つs。o酪　11
　　　　　　雨乞歌
　　　　　　（ダヴェーの歌）
　　　　　雨なしHは
　　　　　来たぞ！
　　　　　　雨よ，降れ降れ，
im圭ei　Plan　ma　wa　de．　mou：
mOU：mawa　be：ca　lei　bi
mou：ki：lei　ki：1a　lei　b三
　もう何B9
強い風！　すごい爾！
屋根に魚網のはれるまで，
大いに降れ降れ！
雨雲よ，うなれ，
シュエーカイン山の雨雲よ，泣け！
上空を黒雲がおそう。
大地をたたく雨。
　　　　　　　　　　雨なし日は　もう何臼昌
　　　　　　　　　　来たぞ！　強い風！　すごい雨！
　雨期に入っても一向に雨らしい雨が降らないとなると，たいへんなことになります。ダウェー
地方では，そのようなときには人々がさっそく寄り集まって雨乞いのための祭事を計画実行しま
す。まずモーナッすなわち雨の神様を祭壇に招待するための雨乞いの歌をうたいます。
　すると西の空から雨雲が，もくもくとあがってきます。稲光りが走り，雷がとどろき，風が強
くなり，そうして大雨が降ってきます。耕作と田植えの時期なので，みんなはやれやれと胸をな
でおろすという言い伝えです。
ビルマ詩　No．12．
　　3重三2俄至遺：L葺
smつ6寄：夢醐δ
cqつ～ジ（£絡δΨ£
お軸ミ。σ）つε争
cmっ6（di　8：翻
　　　　1　L　　ヴ
苧1峰噸ε
janiba　kan　you：hnai2
taun　gOU：ne．tein
yo：she21ein　lye2
璽ne・ta魏n　gL9！！：
重au鼓90U狙OU：yweL
璽：90U斑amy墨
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m苓cqke　6（？δ
sg　eg　6（Bδ（flδ（？：xmgi：難
　　　　　（り＆QO（6）
ジュネーブ湖畔にて
kan　ye　byin　dwin
ngwei婁win　tein　yei2　ku：lladi：
　　　（Min：lu・wun）
　　　　　　　　　　　かすみと雲とが
　　　　　　　　　　　入り乱れ溶け合い
　　　　　　　　　　　山を覆う。
　　　　　　　　　　　空はなく　湖上には空はなく
　　　　　　　　　　　ただいぶし銀がゆらめく。
　スイスの國はたいそう高いところに位置していますが，そこに有名なジュネーブ湖があります。
そのほとりに座って眺めていますと，眼前の山腹や山並にかすみやもやがかかりはじめました。
かすみと雲とが，やがて合流し，その動きが湖面にふわふわと浮び手にとるように見えるのです。
詩入のミントゥウンがヨーPッパ旅行をしたとき，受けた強烈な印象の一つです。
ビルマ詩　No．13。
里三血重：¢σ）っcf｝
　　（㌣c6（βqε3）
δ鱒（3co16eq　c（pee：dき
つo砲〔β：9．ε（Dっdi　6．（e2　di”
oqつ禦：亀瞬99（bm
c＄気φ（sゐ鰯：（？　cSi）　CD　di　M　c§　li
c努究命甫尋coつ融る．　ooつ：（2峨
¢〔強命命　smっ6屯っd£　Q：（pdi　ll
阜おG色っあsv1δge（P碧つ：dl．
需みくv（Sgつ；eα）：ODつ：奇Qお1雀
　忍つ：惣（s　li碧つ：e2　〈s　ll
　　　　　　（06：00　o　di　　　　　　　　　　　L　　）
ダビュディー拾い
dabye三di：ga婆2
（tange　tachi簸：）
wa　zou　wa　gau韮yei　dwei　li：Iou，
dabyei　ei：hme。　kau2　SOU．　kwe
hkaya　hsu：joun　hou　a聖：ga．
hmy・』e2　me：ji：twe　da2　te
hmyo．　ne2　hsou　da　lo　ne．1a：kwe．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
mwei　naga：重aun　cau2　kp雛：kwe
d・U．1e：cau2　paun　atu　twa：z・u．
oun：le2難wa：lei：hta：ge．me
細a：kwe　twa：kwe
（醐n：tu．　wun）
（少年の歌）
“ワーゾ，ワーガウン（7，8月）の月だ。
水かさも増し，
おれたち　そこで　ふと桃の実を拾おう。”
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坊ヤスーの叢の中に黒びるだ。
入にくいつくそ。”
“ 黒びるとは角ある竜か。
竜なんか　こわいもんか。「t
　　　　　　　　　　XNおれも　こわくない。
　　　　　　　　　　　さあ！行こうぜ。
　　　　　　　　　　　オンレッヌヴーを置いて，
　　　　　　　　　　　それ行こう。”
　ビルマでは七，八月ごろ降雨量が最高に達し，町や村は水が濫れます。そのころになるとふと
桃の実が熟しておち，赤味がかった実が水に流されて行きます。実はおいしいので，子供たちは
水の中をかけめぐりながら拾い集めるのですが，潮の満干がみられる水際では，鋼のある草叢の
中から，大きなひるが出てきて子供たちをさしiiLを吸います。それゆえ一部の人たちはひるをた
いへんこわがるのです。ここでは，二入の子供が水申につかり，ふと桃の実を拾うのですが，互
いに声を掛け合い，一人が「こわくなんかないそ」というと，こわがりやの溺の子供も勇気づけ
られ噛分もそうだ」というのです。　　　　　　彰
　オンレッヌワーとは遊び幣具の一つ。
ビルマ詩　No．14．
　　箆蝕重且杢；
9＄OPδ：（nco　＄I　sqつ6：（噸
δd）σ）噛零　1｛£16：σ）s讐：
q拶3¢ee　s（甲q霞；soo　CCD；11
Q：cδあσ）eつi駆5GDOαつ
00§：Cワつσ）SO：　霧　CCDor）G3P　3
q霞3coo　e蝉（煙3　soo　s（D：II
coTqε：（弓．εqt（阜。oりGqg
cgδcoo・9）cg：1ωあe曽：sg：
q♪　s。oe（甲q傘　ccoe（v：洞
　　　　　（eε：理o動
pah鑑e2　hlwe：tachin：
瓢o蘇n（圭ai鍛：ga．！塾cha聾難：ga．§迦
we：晦ga・cwei：h重a孟慕：ga・hpwei：
yi：1ei　lei．　yi：1ei璽：
mou：bau2　ka．盤hpyou2　ku．皇
豆a韮：ts　ga．堕：1ei　ga。盛：
yi：lei　茎ei．yi：1ei：
hpo　jin：dou．　yei　dou．　dadwei
hlo　lei　apyei：Ye2　hpwei：bwei：
yi：lei　Iei．　yi：lei　lei：
　　　（Min：tu。　wun＞
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　　　　　　　　　　　揺り寵の歌
　　　　　　　　　　　爾風あらく，水かさ増して，
　　　　　　　　　　　渦巻ごうごう，大波さわぐ。
　　　　　　　　　　　エンヤ　コーラ，エンヤ　コーラ。
　　　　　　　　　　　雨にうたれ，ぶよにさされ，
　　　　　　　　　　　道は遠いが，　涼しいノ軋さ。
　　　　　　　　　　　エンヤ　コーラ，エンヤ　コーラ。
　　　　　　　　　　　おいらが仲間，仲間じゃないか，
　　　　　　　　　　　それ漕げ，それ急げ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　　　　　　　　　　　しぶきをあげて！
　　　　　　　　　　　エンヤ　コーラ，エンヤ　コーラ。
　ビルマの一交通網の～つに大小の河淵があり，小船やボートをあやつって行きますが，ただ時と
して，大爾にたたられたり，スコールに会ったりします。それだけならばまだしも，迷惑なのは
ぶよの襲来であります。そのようなときは一刻も早く家に池りつくよう，上のようなはやし歌で
調子をとり一生懸命漕ぐのです。（ビルマ詩N◎・2参考）
ビルマ詩　No．15．
　　　　　魍　　　　　　　　　　　　　　　　　a且ya　hlei
（。）ll　・e　ce　c…噛触　　　　　“・m・豆・i・IU　j・・嘔
　　　CD醐髄蝋。・つ…　つε中　垣、1・i2　m・kw・・t・・m・・n　gEl！k
（」）s。e・・ge…。・咽鈍δ・　　a・y・hl・i・u2　S…血・
　　　Qε1。δ亀翻一一噂・　　　min・wi・g・．”璽
（？）ll戟・q・δジηδ舶・l　q㊧ミP・・」・u曲m・y・U2　S・曜塑・y・ne
　　　（？δODっ：δ≧蟹p　couっε：（争§
　　　eoっε書略る．耗ecoっδ馨塞lt
（の　03　coc（v
　　　se　2つ¢g　ssoつdi　9苓96：（sil
　　　o＆oδ（9．di：　u　ll
　　　　　　　内　陸船
（1）母がいうのに，
10u2　hta：de。hlei　laun：gou
maun：ou　ne。bou謎daun　ji：
短（ata夏ei
anya　hlei　au2　soun　yin：90U
min：wi簸　IOU．　ti：，，
　母ちゃんは人を探してる。
　　あまえを頼むためよ。
（2）船の下るとき，
　おまえ行くがよい”
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　　　　　　　　　（3）“ともえの華麗な浮き彫り，
　　　　　　　　　　　みごとな荷物船，
　　　　　　　　　　　骨董の銅鍵に立太鼓。
　　　　　　　　　　（4）たまには　おまえも，
　　　　　　　　　　　内陸船の南下時に，
　　　　　　　　　　　乗って鳴らすとよい。
　チンドィン河やイラワジ河北部流域の虞毫品を，イラワジ河ロ三角州の産物と売翼・交換するた
め，いわゆるアニァーレーG相蟻船〉が懐われていました。船はたいそう美しく，ともえには木
彫の造形がほどこされ，全体に種々な飾りがつけられてありました。舵手はともえ台に立ち立太
鼓や銅鋸を，　ドンドン，ポウポウ，ゴーンと景気をつければ，漕ぎ手も勢いづいて張り燐る。船
は商品の他に旅行者をも乗せていました。
ビルマ詩　No．16．
　　3，f・：・scr）’）（ソ
謬c“m　）．（阜　戟働っε
η£鯉つε〔章（韓：h
cs£　（）1；cB　（B（s
l　　　　　　　l　　　l
馨1：會㍗cり岬ε峰εる．
妙（阜ε峰cO」謡§呂md5
8麟scoつり馨言II
ペインコーマ船
そりかえるへさき，
はねあがったともえ，
荷を積み人を乗せ。
pem：90：ma・
U：koほou．　pe．hねuれ
koun　hlau鍛lou．　1u　si：
htOU：wa：90慧堕
COU：swe：φu重a・y璽ya童n　ne・
ywe2　tain　gou　lei　ma書e鎗：de
pe1嶽：go：ma・．Jl：
　　　　　　　　　　突き竿を突く入，
　　　　　　　　　　網引く人もぐらつく。
　　　　　　　　　　帆に風当たらぬときの，
　　　　　　　　　　ペイコーマの船。
　モーターボートなど機動力の昌：1現するまでは，イラワジ沿線ではもっぱらモーターなしの船舶
が商晶や入間を運んでいました。内陸の船舶は雨期あけを待って内陸の産物と入闘とを下ビルマ
に運び，下ビルマから塵品や入物を乗せて帰ります。もし道中，風が弱まったり．E．t二むならば，船
を一応係留します。そのとき船乗りたちはとびこんで摩に渡り，縄を引いたり竹竿を突いたりし
一
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で
て船を彫に寄せます。
　　　　　　　ビルマ詩　No．17．
　　　　　　　　　　　　む蝕璽　　　　　　　　　pyan　ge’　me
　　　　　　　δ；：x．）っ灸　e’　oo　o　E¢〔垂yっ　　　　　　　s量：∫a　de．　thaun　jei　hma
　　　　　　　　…つcS　・・。1・？8あ噌．鱒．　　　t・u哩9・・m・i2　h・w・i　hpw・・b・1・u・
　　　　　　　σ1購（b　・s’〔強っ弟魂ら）霞ゑ5）　　　　　　　　　　kou2　ka．　lan　myau2　kou　h玉e．　ga　hma．
　　　　　　　9謬軌りδ　議讃c（？；9〔§　　　　　　　pyan　ge。　me　nyou　nyo疑dwei：ye
　　　　　　　絡；㊥sσr究scv；　Il　　　　　　　　　　　　　　hsi：kyou　do．　lei：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰りには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾々と流れる川辺にて，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　南風をわが友となし，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　瓜晃の北を向くころ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　おれは帰ってくるよ，おまえ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　だから，そのとき，迎えにおいで。
　内陸の小船舶が帆をあげ’南下するのは雨期あけ初冬のころです。下ビルマのあちらこちらで，
あきないをし終るころ，よいあんばいに強い風が南から北へ吹きます。風向きを絶えず知らせて
くれるのは帆の先端に取りつけてある，コウカランという風見です。
ビルマ詩　No．18．
　　　甦＿鑑血愛・
s｝　61翻餌δ四砲磁轟
eq諮δ99φつ：・9つcs　QI：　y
？砺・1㊥㈹つεlaf：鉢σDδ麟
“　ep：・evε。。・麗1㌧鞄。・拶・
e・）つ舳qδ醤
・D施δe・T。・つ鴎db脚・・つ1一
㌧3δ・…つδβ・・δ争曲εω凄
9つs。・つεcqつε：嘘縫鷹11
pou：maun至a　bi
hma韮n：簸yO　nyi蕪．　yei2　豆u　jei（圭ei2　hnai2
yei　zei2　ana：ywa　daga：hma
gou2　ca：ce三aun　hs呈：cou　ha慧n　do
‘‘
hpou：maun　Ia　bi”hsou　ja．　di
haun　dan　ya2　ywei．
hte2　cha2　po茎皇a婁aR　hma　ga：
‘‘nya．　hka簸ga：h£au難mau薮hpou：ma犠n“i
ywa　taun　chau！1：ga，　pyan　ge・・bi
尋lseつδ地・：1・・δ1。・・つ．：m
あ課馨：Cf・Pつd｝　1贈6謡餌
hpou：maun　tan　ca：kin：da塑：ga・
daga：ji：au2　malwe　bau2　kou
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σ）eωつdi　oδoσつ1曽ミ（魚£（）1　car　6
ωつ噌εキδsanっδ；I　bσ）画e㌶）s：爵ξ
∈51：　sのつε：（B（£（Bδ：　澗（舞ec6δ：（B
　　　　　　　　　　　t　　　t　　　　　　　　　　　　匡　　　　　匹
噌あ毒δ：§：ee　61Qつ（弓oεQD霞
㌣Q6coo・ooつ；lco　c＄cuつ：羽
coε＄
or¢ωつ（£σ・拶：
聖9爵ε（3：9つ1
峰9つ㌣つoつ：l
c3：δ（rl：8§：
　　　　　 1
eaDつ’δ：GD　2§
qδ：
・動つcf｝　i
聖
　　噌り亀つdi・b
Q51習δsyつε卿δ§
eα召：03（D
鱒攣・1φ．
IC（SOQ喬ξ｝tl
　　　　　　　　　●
　　　　翁8QCE3Q・：奪03◎6：scp：藪
9つeσD：硲曾あIe3つ6中あφあジ
δ：cg（Se）s・A　61　emっ（おδ≧繭δoが
9つsoTce　6：　eseっε19δσ1つ3　eσ）っεa）沓
争　coっ600つ母苓（SODmつ：餉
tay璽2　win璽hpwin．1ai2盟110
ya　dwin　ou2　hsau陰：we：t♂chaun：hni．
hka：sa蘇且：kou　ka沁：獄ga：palain：gou
正we皇ain：pyi：hly量n　ywa　gou　winφi
lu　bin璽e童圭a：tasei　la：
tasei　macau2　mwe　macau2ρe：
taya疑2　hte：bin簸yin．　hmaun　dwin㎞ai．
tu　hlyi鍛nga：sha　macwei：ba　ga．
ht◎u　ywa重u昼a：1u　amya：dou・
nga：z・u且ga：zein二nga2　pei　lein．
hsaUR：重anya．　h鍛ai2
chan：mya．　sein．　ei：至a．la盤：kwei：ywei．
ywa　bei：ci　bye2　hmau薙無e2簸e2　h組a。
zi：gwe2　ka．◎tau2　te2　CO　Z玉n
ywa　bo　hlwan：au韮gou2　ca：haun　di
hpou：maun　la　jein　ba　daga：
ai。「ss　6　coo　5　fsつ：嚢03m　03：il．
あ　ol：　oδ　ce聾Qa　gおδ＿
　　　　　　　　し　　　ぽ　　　し
”eeっε：舜璽δ騨噌8餓縫
9つ峰eoつ婁ジ藝coつ（26色coo気鋒
3fs（躰っ目（9δ：醤coつ：ll－（？
①（Dつ：Qφ言霧σ）δcs∋　6（？＄：（碧δ
＄δ：？＄：§5：（演9つ（ll：凄OD拶
　　cqつε3（bb、　co《5CDδoomざf：　藝韮
Cll；ceっδ事9：摯づ曽δキ3　N　af：
9つc｛1：8（£（261争　coっ606Si
へCDε、∫PδGDっ曇maf：（Ψ6610っ謹勤
ev（§50ゆ戯oo◎窮瞭
蜀6，霞轡δ“δ1雫砲（β（お§
cgdiδaDφつ：蓼9つあ窃：ジ
9δ（ηつ3σヨ（§ccuっε崔q．δ：　cqδcmっεG・ODづ一
il争coっ6eeつ密L霜あQε胴
　　　　　　　　　　　　　（eε：（？o南）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ポーマウンのお帰り
　　　　　　　　　　　　　　　　　夜はふけ　人影もなし
鐸ou．　hpyi2重o　nya：hka　daba：dou．
daga：wi簸lou重u　mahsou　be：
‘‘
搬a蘇貧：gou　htu。　ba　1鷲su．　ba　hei．
ywa　gou　bei：h獺a．　ka　kwe　jaほo。
damya，簸ga．　a：hpan：ywei．　kta：”h雛．
zaga：maぬsoun：hi20do糠韮：dw圭n
dain：dou簸：dein：da簸yw段10un：nyan　di
chau！｝：理pe，　dhl　hta2　誓ad呈：　　　　，
hpou：搬aun　ni．　goun：童dwiR　hsoun：Ii：
ywa　lou蔽：sei2　tw麺hpo聾：maun　win　ywei．
pe．　din　hta2　hka　hi：Iye2　峯）a重i．
be　hka　mahso曲si：1in。　cou　dou．
hmain：nyou　nyin。　YBi2星u　jei　dei2　hnai2
yei　zei2　a照：ywa　da毘：hma．
gou2　ca：ce　laun　ya簸：yo　hau韮do
‘‘
hpou：！難aun　la　bi”hsou　ze：bin
　　　　　　　　　　（Mi韮：撫w糠）
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川べり近く村入口の門扉にて
ハチ公が迎えの遠吠えすれば
「ボー一マウンのお帰り」
と率寸衆力ごいう。
吠声止んだ　すぐあと
南方の川中より
夜釣をすませ
あらわれくるポーマウン。
ポーマウンの声きく夜警
大扉の下手の小扉を
通れるほどに開ければ
右手にかんてら　左にオール
腰はくの字
びくを肩に　村内に入る
入間だろうか，幻だろうか。
幽霊も毒蛇も何のその
うしみつどきに　ただひとり
彼に獲物がなければ
村衆の多くは
新鮮な魚にありつけない。
ある冬
冷気ただよう　三日月の夜
村はずれの　ひなびた穀倉
あたりの黒影に
ふくろうが泣き　トカゲがわめく
ハチ公も吠えれば
きっとポーマウンのお帰りだよ。
けれど　いつものように
小扉に入るぞと彼いわず
「銅鎌をたたけ　人を集めろ
村を盗賊から守れ！」と
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絶旬しつつ
ドドン　パパン
音が川至齪こ　こだまする。
ポーマウン　ついに帰らず。
けれど村衆の心に
ポーマウンは生きている。
遠吠えカs’・ら・に残り
いつでも迎えられる……
夜はふけ　入影もなし
川べり近く村入口の門扉にて
ハチ公の迎えの遠吠え聞けば
「ポーマウンは帰った」
と番寸衆は今もいう。
　ビルマは第二次世界大戦中，大きな損害をうけました。その戦争は，ビルマがみずから求めた
ものではなく，戦争当事者が亙いに侵略をほしいままに，ビルマを「二頭の水牛の角闘の草場」
にし，ビルマを踏みにじったものでした。イギリスの敗走時には「破壊法」により工場や汽庫べつ
船舶などが破壊され，ビルマ入の生活は当初から大打撃をうけました。ビルマ人はそうした中に
右f往左往しつつ何とか生活してきました。またフアシスト日本軍の撤退蒔には，多くのビルマ人
は疑惑をもたれ，彼らの犠牲となりました。重要建造物もこわされました。達合軍はマンダレー
城内の宮殿をはじめ大学の施設やいくつかの貴重な文化財を爆破してしまいました。ビルマ人の
手に残されたのは無価僚な宝1亙票でした。また見おとせないのは田本軍が放擁した武器弾薬です。
圏がすっかり荒果てて生活権さえ奪われたような暁代でありましたから，一部のものは入手した
武器弾薬をもって泥棒や強盗をはたらきました。不安な世の中になって，地方の村落などでは入
々は力を合せ防衛に当たりました。
　村の周囲を，先の尖った竹や刺のある植物ではりめぐらし，各欝には刀，緯，いし弓，鋭い棒
（竪い材質で両先端が尖っており，園転させながら投げる〉。たいまつなどが矯意されました。夜
になると村人たちは当番警備貝を村入口に配概しました。
　村入ロの大きな扉には小さな覗き穴（マルェーバゥ）がついています。そのそばに警備員用の
小麗があり，そこに銅罎がぶらさげてあり，もし怪しいものがあらわれると警備の人は銅鐸を鳴
らして村人を呼び，たいまつに火をつけ，それぞれ武器を乎にして村を守ります。犬も一役かう
のですか，この詩ではハチ公の存窟が光っていますe
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ビルマ詩　No．19。
　　　魎迦能
　　　　　　　　　（つ）
①Q（5キ：（s？：12σ）φ：
　1）　：cl？：＠；sgDっδ薯ceっδONつII
9苓sσ）D．eδ：製εloE：♂ρδ
囎ooε雪苓eσ）気1〔勇＄eσ）気eco　II
　　　　　　　　　　（」）
のvl：’浄；OP　6：1謬〔つφ6：
⊂や3　0っε：〔弓；　ε8Dっεl　eeっεりωつ
9奉eOD互りε；蓼εlqδ；e31①ε
鱒（vδL■苓coり箏9事soつ気eco・II
　　　　　　　　　（？）
誉δ311　：ぐ1饅σ）脅
cll　：脅履翫　ssoっδlceっδe（vつ11
色亭e（D気りε呂eq　610E：鋤のδ
cx？（Dδg拳e（D気1｛亘亭eCD儀eN・II
　　　　　　　　　　（9）
9つ？c野c創1謁δっ」芭c§：
9εcg，　1）　：紡δ1論へ麿eCD・1］
9縫。・四δ禰δ附δ拶Pε
叩ooδ〔9＄eCD　｛1〔強苓εQD儀coo・ll
　　　　　　　　　（つ）
函§弓：¢謡δCDあ馨函δQO毒色甫
oo（お（発：㊥δ嚢（2　s　b§ecα・II
也亭CQり気9ε：瞬ε箸e6：爵oε
a？Nδhe　＄GQD気奮ke　＄GQり気ON・II
　　　　　　　　　（9）
eQっε91δ鱒ε：co　6：lsq爾（sσ）δ：
oo（お9）§：o婁監虜ミ＠SN　ll
「s＄¢CD気りε：ee　61eε：拶【のε
曾Nδkscoo究塾fs奉eoo気eON）・ll
　　　　　　　　　（q）
融φδΦδ壷◎Igδo歪色（§anっδ零
題あδc円つδ：lc5ε：σ）っ：s；co）di
「sE：尋c9）っあ母Isqつ（5奇魑¢ON）・tl
pyan　do．　min：shin
　　　　　（1）
zabe　toun：goun：nya。　ga．　koun：
㌻oun：goun：pi：aun　　憩au蓑mala
pya籍do・min：shin　min：懇you　zin
l聾。里in　pya！｝do．　pya鍛do．1ei
　　　　（2）
zaba：toun：din：nya．　gaJ｝i薮；
tou難：din：pi：aun　ma膿mala
pya貧do．　min：shin　mi簸：nyou　zi盆
茎u．1in　pya鍛do．　pyan　do．重ei
　　　　（3）
hpwe：mi：重oun：boun　nya．9と，　poun
toun：bOU鍛cun：aun鶏aun　mala
pyan　do。　min：shi簸翻n：nyou　zin
玉u，1短pya簸do．ρya籍do．圭ei
　　　　（4）
pya　b雛nwei：nwei：ei2£i．　hkwei：
ahmwei：to魏蕪：jein　hka　ge．　bHei
峯）yan　dO，　min：S麺韮　　mi盤：nyou　zi践
1u．1軌pyan　do．　pya難do」ei
　　　　　　　（5）
ein　mOU：hkaun　de2　ei2　tL　ce2
ma里2　愈oun：je童n　tu韮ge．　bi　lei
pyan　d◎．　min：sh無mi敷：簸y◎u　zin
隻u4ま塁pyan　do．　pyan　d◎護ei
　　　　　　　　（6）
maun　shin　hsain：dan：yei　hmou2　ka簸：
玉e2　hlan：瓢ahmi　shi．ge．　bi　lei
pyan　do．mi韮：shin　mi且：熱you　zin
豆u．至in　pyan　do．　峯）ya鍛do．重ei
　　　　　　　　（7）
hkun　hna錘旦h且in．　shi2　si簸ce　gaun：
ce甑jau無二ga脇二ga：U：zau2
myi鍛：mou型2　tou．　yau2　hke．bi　1酵i
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te　s　sm　o．りδt　ee　61Qδ：爵oε
曾ooδ色亭eOD気1密亭eσ）窪eOD額
　　　　　　　（o）
あ（）1（2＄（li　6蓼εoo：（ヤ；s60◎書
t6【ε亀〔§coe　ll
9亭c（D究eε：田δloδ：爵oε
蝉ooε〔9亭c（n　o婁9亭co）免¢00睡
　　　　　（（s）
　δ（も：δδ1⑤（｝つε＄q6；9δ：
　　　　監
　8；　CりDつ喬0σε暮　きfcg　S（＼）11
　　　　　　　　　　　●」　　　　し
　fg　s　6σ）D．　e　cs：％61e6；獣の6
　（？（Dε9苓eσ）気19爵eσ冷c（DU
　　　　　　（つ○）
　a）8〔Sm　9つ：1お；ωδりつ：螢q
　％E9つ：・？　6：るlQδ領弓（yωll
　9拳so）　2　w　6；ee　610δ：幽①ε
　㌣ooδ9＄s（D気lb＄（⊃（冷儀ccv・tl
お帰りになって！
　　　（一）
咋晩ジャスミンを
三輪もつくった。
なのに　あなたはおいでにならぬ。
もういいの　ミンシン
どうか，お帰りを！
　　　（二）
昨晩籾を
三ティンも揚いた。
なのに　あなたはおいでにならぬ。
もういいの　ミンシン
どうか，お帰りを！
　　　（三）
昨晩靱殼を
三山も燃やしたのよ。
なのに　あなたはおいでにならぬ。
もういいの　ミンシン
どうか，お帰りを！
pyan　do．　min：shin　mi漁1簸yo迦
1u・1睡pyan　do，　pyan　do．1e圭
　　　　　　（8）
tanga．　kun　dain　lei：10u獄：hasain　d主
茎）yain　ge。bi　lei
pyan　do．min：shin　mi鍛：nyou　zin
重u．lin　pyan　do．　pyan　do．1ei
　　　　　　（9）
bi　1◎un：si　zi　yaun　ni　chin：jin：
mou：tau2　hn：ge．　b孟1ei
pyan　do．　min；s｝亘n　min　nyou塞
1u．　hn　pyan　do．　pyan　do，lei
　　　　　（10）
dabei　hkaya：hti：ya2　ma：hnin．
shi簸mya：hsu簸：hkan　wi鍛ge．　b重lei
pyan　do．min：shin　m蟄：ny◎u　z圭n
lu．　h難pya簸do．　pyan（圭o．圭ei
　　　（四）
燃えかすのぬくもりに
犬は三度も目を覚まし
ぶるぶるっと毛を振るわす。
もういいの　ミンシン
どっか，お帰りを！
　　　（五）
尾上の鶏もねぐらで
眼りから覚め
i暗くこと三三腰。
もういいの　ミンシン
どっか，お帰りを！
　　　（六）
オリオン座のリゲルも大ネブラも
西のかなたに沈む。
なのに　あなたはおいでにならぬ。
もういいの　ミンシン
どっか，お帰りを！
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　　（七）
1ヒ斗・七墨もスノx“ノレも
須美山の底に　　　弥
ワニの逆立ち姿で没す。
もういいの　ミンシン
どっか，お帰りを！
　　（八）
南十字星も互いに競い
沈んで行った。
なのに　あなたはおいでにならぬ。
もういいの　ミンシン
どっか，お帰りを！
　　（九）
ひばりがさえずり
赤く夜が明ける。
なのに　あなたはお出にならぬ，
もういいの　ミンシン
どうか，お帰りを！
　　（十）
お坊さんや小僧たちが
傘と溺と水入れなど持ち
早くも托鉢まわり。
なのに　あなたはおいでにならぬ。
もういいの　ミンシン
どうか，お帰りを！
　昔のビルマ人の生活の一簡を描写したもので，現代の入には理解しにくい所があるかも知れま
せんが，しかし事情が分かれば成るほどと，むしろ微笑ましくさえ思われてくるでしよう。
　昔の若人のほとんどは山や畑や田地で働いていました。｛：1：事の間に問に寄り集まっては音楽や
歌に興じたり，さもなければ村の燗務やパ：コダ関係の話をします。
　娘たちも男に負けずよく働き，特に雨期にはLlコ植，夏期には米揚き，冬期には機織、水運びな
どして多忙です。
　しかし，若いもの岡志の友愛の中にも，いつしか恋心が芽ばえてき，それを期待したとて不iti
然はないでしよう。特に一H中野良仕事をしたあとのこと，「今度はいつ会いましょう」と約束を
するのは楽しいことです。非常識な時刻を選んだりはせず，両親や年寄りの夕飯後，茶をすすり，
キンマをしゃぶったり，くつろいでいる時が約束の1嗣lllなのです。帥1親年寄りたちにとっても，
若者たちと語り合えるのは，たいへんな喜こびでもあります。若者は一入で兇える場合もあれば
数人で見える場合もあります。
　ここで注意を要するのはその頃は時計というものがなく，時刻をはかる手段は宇憲の運行であ
り自然に対する感あるのみです。大体の巨1安として，1）鶏がねぐらに入る時刻，大体18縛，2）子
供のねいる時刻，火体20蒔，3＞年寄｝）の床に入る時刻，大体22時，4）若者が恋人の家から戻る時
刻，火体23時，5）夜i’｛：！に雄鶏が泣く時刻，大体24時，6）夜明けの雄鶏の第一声，大体4蒔，7）夜
明け近くの雄鶏の第二声，火体5時，8）僧侶が托鉢まわりをする時刻，大体6時，以上が一例で
あります。
　夜窒の星によってもはかられるわけですが，三季の移り変わりによって星の位置の異ることを
若者たちはよく心得ていました。
　この詩で，いま～つ注意したいのは，若者に対する呼称で，それは得度をする習慣と関係があ
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ります。若煮たちは12，13歳頃に一度仏門に入る。そのときその若者はコーインと呼ばれ，年輩
の人たちはその若者をモンインと愛称的に呼んだりします。ところが，遠の昔に得度をすませて
いる者にも，しばしばコーイン，あるいはモンインと呼んだりすることがあります。この詩に登
場する彼女は，その呼称をさらに美化してミンシンと云っています。男性への厳粛な気持と岡時
に，それゆえにこそきびしさが表われている詩の内容だと思います。
　ビルマ詩　No．20．
　　幽・
　　　（om）q6：）
oo（l　cS　cvっQ◎脅1
く1δ章δeooつII　　（3ε章εlt
9つ：争Qつoo鍾1
聾Eε〔動ε　sooっ1塾　　｛壷｝1ε〔壼｝1611
co　6：〔聾δ〔強ぎ15遷誓9（おasε：Ml
oo（£δ：　cOJつi　　（1（潟ε：　II（D（8ε言　ll
　　　鳳　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　t
le　6：03霞（β麟っ⊃＄：1繰つ：曾つcy　＄：a）轡
GD（So串：Qoσioギ60ギ＆［
おδGO拶o謹：o爵　l
o拶：りo拶（D鍾3聾り拶：oo　af　co　9i：　ll
おδQδ：CD（S　Qつ［Q：ca）：6頃
9つoo　gi．6：（nつ；i
阜（fi　th　［s：つ3霞（D拶言1㊤拶3　QD拶oσ拶3鶴
9つつD謹3aつD拶：l
　cqq［P：ag　6っ⊃鍾eo歯言19δっ」鍾oσ拶311
so（婁6婁esφ9εQσ拶oo拶：［I　e　s母96a）｛Scvglt　ll
s〔9；N60D　as：1
9ε：りσδ（D拶：1〔強δ：3D拶oo⇒言ll
　　　　　（（f：δ：9δSCj遺δ§つ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　元軍力ご来た
　　　　　　　　　　　　　　　　　（防衛歌）
£ayou21a～IL
（ka　jin：）
tayoぴ21a　di
y璽主旦y璽10：？　》盤y璽主！
hmya：mou：ywa　di
hpyain　hpyai鍛lo：？　hpyain　hpyain！
1h夏：byin　pyi　hmya．　hng31in：da。
韮a．dai無：lo：？茎a．　dain：la．　dain：！
myiR：di　tein：重an：瓢ya：zwa　lun：d玉
h£e2　wun：yan　ta．　m繊ain　mana量n
tein　di　mi：認：
mi：di　li：剛’mi：di　li：
tein磁i：te2　ya　mou：de童：pa　ywei．
ywa　di．　mo慧：ga：
yai2ci：di　li：c圭：磁董重：
ywa　lli　a．1主
yei　ji：hpyin～ii　li：　hpyin¢i　li：
ayain：manei　jin　ai　li：　ma且ei　ji韮di　li：
pyei：hlyi鍛dazi：
myin：di　Ii：　　myin：di　li：
　　（Nga：zi：shin　co　zwa）
允軍が来たぞ。すごい勢力か？そうだとも。
矢がとぶぞ。雨のごとしか？　そうだとも。
戦場を占拠するはげたか。
数ヵ月の間もか？　　その通りだ。
騎兵は数千数万あまりにも多い。
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包囲すれど，失敗だ，失敗だ。
雲は，どす黒，真黒だ。
降れば，しゅう雨のごとし。
ぴかどんを伴う　豪雨だ。
降った　降った　すごいとも。
野人ども　おれるものか，おれるものか。
騎兵ぞくぞくと立ちさるのみ。
　十三世紀のころ，元軍は，しばしばビルマを攻撃しました。しかし彼らは，ビルマの気候風：1・．1・／1
に耐えかねて，あるいはビルマ軍のゲリラ攻撃に戦意喪失し撤退しました。ピンヤ蒔代（1321～
1364），ガジーシンチョーズフー王の支配のときにも，フ血軍は攻め入りピンヤの都を幾重に
しました。はげしい戦閥のおこなわれた結果，多火の犠牲がでました、、麗を好餌として何と多い
はげたかが，何ヵ月もの間，むらがったことでしよう。ところが1’・iTij期調来とともに，あたりはま
るで大海原と化し，どこにも土肌が箆えなくなりました。元軍も，すっかり足をさらわれ，逃げ
去りました。この光景を岡王は「防衛歌」（カージン〉の中でうたいあげました。
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新　年
（水まつり）
来いよ　おまえも。
新年の鷲しだもの。
新年のパタウ（青龍木）も咲きほこる。
冷たい清水をもって遊ぼう。
けがれない伝統に
有難い心地は増すばかり。
wu2　mak量n：du　ga．　hpyi簸．
h隻・・ch量・・hm・w・d・卿・d・I
shwe　my鋤maφ海myou：hma　ia・
acou：di王ou　tu至ai2　pa．
shwe　myi2　zu　h簸ou2　ch◎u　g臓：ye　ne．
tun：1ai　2　mi．　ba
hni2　　　重i2　ku：de．　dag聾：hka　h憩a
璽na・ga．　tawei　wei　yei　dwe三ga．　tashwe：shwe：
pyo　bwe：ga．　tawi簸．　wi薮．　ke：1◎u．　da　hs沁．　yo．
aywe　tin．　aywe鍛ge
myan　m段dwei　hte　lai2　ca．＿．
be　myei　ha　ze羅i　po：磁e茎e：
be　pyei　ha　apyo　co：me　le二
sei2　zo：myan　bama　ma　hpyi鼓．
tandaya　gayu．　hta：tu　mou．
Pa：1ai2　ca．　pyo　byo　da．
ahk二a　ga．㎞i2　hsan：
．＿＿．1a．　ga．1e：shwi無1ah：
yWe2　haUn：Ca，　CWei　yW♂纏2　ke　wei
le呈byei　hpya難：byan　do．
1wan：zaya　pO．
ou2　0：nge　ta
pi蕪my魚・hma　1an　wa　wa　ne・
dajan　hka　宅u　ga．　hny呈n：董ei　do・
ma　lei：maunφyi簸伽i戴：zi　COU・
tachin：tu　win　la　ywei．
hpyu　siri　Na　9U　ksin　ywei．（ia　pa．
aun：mwei．　shwi1圭lan：
　　　　　　　（Zo　ji）
いそいで来いよ。
パコダの丘からドンジャン鳴らして。
銅鐸太鼓の音響と竹笛の吹奏だ。
歌えよ，　暴湧才しよと，
一座がやってくる。
大きな牛も。
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脊にビmっドを着せ，
香水とタナカーのかぐわしい。
角のバダウ花も色あざやかだ。
牛の気持はどんなだろう。
共に喜び合いたいな。
あわれなものを解放する喜びを，
ビルマ人は持っていよう。
われらの気持も
喜ぶこの牛隅様だ。
新年一月（i痴暦四月）
寄進と催しが全岡に繰りひろげられ
功徳を積む。
掛け合って清水にぬれる。
老若男女の
腺厳と敬愛と。
輪廻を気にする人たちだから，
パゴダの多いのは　どちら？
どちらが麟白い？　と
かけ廻る。
新年だもの。
季・節はよし。
枯葉が落ち　新芽繊るとき
そよぐ風も趣深い。
郭公鳥が梢に，
黄色い声をかなでる。
水祭のこのときだから，
マレーモウンの心は踊る。
1蒜；歌とともに，
仏塔を心の奥に組みたてる。
清々しいよろこび盗れるばかり。
　ビルマの新年は4月16冒ですが，しかし実際には13Hからの準備期闘を含めて13目から16　Elま
でを，正月4ヶHとしています。占星学によれば，その16　1，1に，太陽は魚座から雄羊座へ移行す
るのを普通とします。
　新年正月の闘，成入男女はお寺へ行って，いわゆる五戒九戒をつとめ，殺生食物を避け，熱心
に説法に耳を傾けます。
　若い人たちは町内をねり歩き，お互いに水を掛け合います。その水は，伝統に即していえば，
ジャスミンその他の香料が含まれる「聖水．です。健全で不租のない人生，家族単位から国家単
位まで，すべて伸よくしようという願いがこめられており，また汚れた垢を落とし，濤新な門出
を祝おうという園家的行事でもあるのです。
　農村漁村において特に盛んなのは，この1ヨとばかり生物を解放してやることです。漁夫の持つ
生き魚を，猟師の捕った生き鳥を，さらにはまた屠殺寸前の牛を買って解放してやります。
　日頃世話になる生物へのせめてもの供養をいとなむわけです。
　牛を解放してやるのには，先ず牛を引きとらねばならず，そのための資金を集めなければなり
ません。さて曙殺業者（主にビルマ入以外の入）から買入れた牛の身体を水できれいに洗いおと
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し，好物の藁や草を腹一杯たべさせ，それから頭から顔にかけて香水をふりかけ，角には青龍木
の花を美しく飾りたて，脊には柄の素敵なビm一ドを覆います。手綱を引いていよいよ町内を一
巡する。これがなかなかの見物で，まさに鳴物入りのカーニバルであります。太鼓やシンバル，
竹拍手，ビルマラッパなどの伴奏で踊り手が踊れば歌い手も歌う。欝附をしてくれた家々の蕩で
は特に感激の場が見られます。牛はやがてお寺に預けられ，広い敷地でのびのびと天寿を全うし
ます。
　水掛祭は，若いものたちお互の人聞関係をもっと強く結びつける機会をつくってくれるし，好
きな入も見つけ出せるというものです。したがって郭公鳥が泣いたり，樹木が新芽を着る頃にな
ると，お互いにふり返ってなつかしむのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と　が　き
「ビルマ生活詩概観」と銘打って21編のビルマ詩を取りあげてみた。これらの詩は，ビルマの詩
人を代表すると称しても過雷でないU　Wun先生（ビルマ語客翼教授）に選んでいただいたもの
である。
　先生は「生活詩」と指定され，伝統的に継承されているものがそれであるといわれる。ここに
採用した詩の多くが作者不明のものであるが，それゆえに純粋なのであり古典である，ともいわ
れる。
　U　Wun先生には選詩をしていただいており，発音・押韻についてのご注意もいただいており，
先生には深謝すると共に，邦文化において不十分な点のあることをおそれる。
　なお，教科書の中にみるビルマ詩，ビルマ詩形などについては，いずれ述べてみたい。　　　．
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